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急速に変化する現在の社会状況を踏まえ，子どもたち一人一人に自分の

よさや可能性を認識できる力を育むことが求められており，そのためには，

自己肯定感を高めることが重要になる。本研究では，子どもの自己肯定感

の高まりを目指し，本年度より導入されたキャリア・パスポートの取組を

生かしつつ，キャリア教育の視点から各教科等の授業改善を試みた。 

実践では，毎時間の授業における自分の成長への気付きを促すために，

PDCAサイクルに沿った学習過程を取り入れた。スモール・ステップでの目

標設定を行い，その達成に向けて学習に取り組む。目標達成の可否に関わ

らず，その過程での成長を振り返り，小さな成功体験を積み重ねられるよ

うにした。 

また，教科のねらいについてだけではなく，キャリア教育で身に付けた

い力についての視点からも学習を振り返ることで，より広い視点から自分

の成長に気付くことができるようにした。 

さらには，友だちや指導者からの肯定的な言葉がけの交流を活動中や振

り返りの場面に取り入れ，自分の成長を多角的にとらえられるようにした。  

これらの取組を通して，授業で活動に取り組む様子や振り返りの記述内

容からは，自らの成長を実感し，自分に自信をもつ児童の姿を数多く見て

取ることができた。また，実践後のアンケート結果からは，自分のよさに

気付くことができた児童が増えたことも明らかになった。 
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はじめに 

急速な社会の変化の中，子どもたちは持続可能

な社会の担い手となるよう自らの可能性を発揮し，

よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身

に付けることが求められている。この自らの可能

性を発揮するためには「自分のよさや可能性を認

識できること」が必要であり（1）子どもたちに自己

肯定感を育むことが重要である。 

しかし，日本の子どもの「自己肯定感」につい

ては，内閣府の調査「今を生きる若者の意識―国

際比較からみえてくるもの―」の「我が国と諸外

国の若者の意識に関する調査（平成 30年度）」の

結果（2）から，諸外国の若者に比べて低いことが指

摘されている。中でも「自分には長所がある」「自

分は役に立たないと強く感じる」の項目では，い

ずれも自分に自信がないとする回答が多く見られ

た。子どもたちの自己肯定感が低く，自分に対し

て自信がないままでは，自分の成長を実感し，次

への意欲をもつこともできないと考えられる。そ

のため，本研究では，キャリア教育を通して，子

どもの自己肯定感を高める研究を進めていくこと

とした。 

 

第１章 本研究で目指す子ども像 

 

第１節 どのように自己肯定感を高めるのか 

 

（１）自己肯定感を高めるプロセス 

自己肯定感とはどのようなものなのか。一般社

団法人日本セルフエスティーム普及協会では，自

己肯定感を「自己価値に関する感覚であり自分が

自分についてどう考え，どう感じているかによっ

て決まる感覚」と述べている（3）。 

また，教育再生実行会議においては， 

 

 

 

 

 

 

の二つに分けてとらえられている(4)。 

 では，自己肯定感はどのようにして育まれるの

だろうか。「自己肯定感を高め，自らの手で未来を

切り拓く子供を育む教育の実現に向けた，学校，

家庭，地域の教育力の向上(第十次提言)」では，

自己肯定感を高めるポイントとして， 

 

 

 

 

 

 

と指摘されている(5)。つまり，自己肯定感を高め

るためには，自分のよさを見つめることと周りか

らの評価という二つの側面から働きかけが必要で

あることがわかる。そして，自己肯定感を高める

ことにつながる要素を取り出すと，次の４点にな

る。①自分の目標を達成すること②達成感を味わ

い，実感すること③達成を周りの人から認めても

らうこと④これらを繰り返し行うことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 自己肯定感を高めるプロセス 

この①～④を自己肯定感を高めるためのプロセ

ス（図 1-1）としてとらえ研究を進めた。 

 

（２）自己肯定感の高まりと自己効力感 

自己肯定感を高めるためには，目標を達成し，

「やればできる」という自信をもつことが重要で

ある。梶田は「やればできる」という感覚を「自

己効力感」という言葉で表現している(6)。この「自

己効力感」とは，「何かの行為に対して『自分はう

まくできる』という，自分の能力についての期待

や自信・確信のような感覚のことを指す」もので

ある(7)。自分はうまくできる，つまりやればでき

ると考えられるようになることで，肯定的な自己

理解につながる感覚である。正に自己肯定感を高

めるプロセスの①と②を実現するものと考えられ

る。 

では，どのようにすれば自己効力感を高めるこ 

勉強やスポーツ等を通じて他者と競い合うなど，自らの力の

向上に向けて努力することで得られる達成感や他者からの評価

等を通じて育まれる自己肯定感と，自らのアイデンティティに

目を向け，自分の長所のみならず短所を含めた自分らしさや個

性を冷静に受け止めることで身に付けられる自己肯定感 

他者との協働のなかで，子供たちが自分の役割を果たすとと

もに，子供たちが集団又は個人の目標を達成した際に，周りの

大人が認めることにより，成功体験を感じさせるという一連の

取組を継続的に行い，子供たちの発達段階に応じた対応が重要

である 

 

自己肯定感の高まり

今の自分

④繰り返し行うこと

②達成を実感すること

①自分の目標を
達成すること

③達成を周りの人から
認めてもらうこと
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とができるのであろうか。自己効力感を高めるた

めには，子どもたちに成功体験を重ねさせ，達成

感を味わわせることが大切になる。そこで以下の

ような手だてを，日々の授業に取り入れることが

有効であると考えた。 

まず，PDCAサイクルを意識した授業実践である。

なりたい自分について目標をもち，その実現に向

けて実践を行う。振り返りでは，自己評価を行い，

成長を実感するとともに，更なる成長のための改

善点を考える。様々な学習で，この PDCAサイクル

を回し，振り返る機会を設けること，気付きをそ

の都度言語化することで自分の成長を実感するこ

とができる。 

そして，この PDCAサイクルの過程で大切になる

のが，スモール・ステップの目標設定である。ス

モール・ステップの目標設定とは，大きな目標だ

けではなく，段階的に自分に合った目標をもつこ

とである。その上で実践し，小さな成功を重ねる

ことで，達成感を味わうことができる。  

さらには，その目標や達成のための方策を自己

選択できるようにすることである。「自己効力感が

高い小・中学生はどんな子どもか－子どもの特徴

と保護者との関係に着目して－」では「自分で決

定する経験の積み重ねや，そこから得られた自己

決定力をもった子どもが『自己効力感』が高い」

ことが示されている(8)。学習の中で，自分で目標

を考え，選択することや，そのためにどのような

ことをするか決めること等，「自己選択」すること

で，学習への意欲や自信につながると考えられる。 

以上のような手だてを構じ，子どもたちが活動

の中で，自分に合っためあてを段階的に考え選択

し，実践を積み重ねる。そして，その活動を振り

返り，達成感を味わうことで自己効力感が高めら

れると考える。 

 

（３）自己肯定感の高まりと自己有用感 

子どもの自己肯定感を高めるもう一つの側面に

着目すると，周りの人から成長を認めてもらい，

実感することが大切だと考えられる。つまり他者

評価が重要であり，肯定的に他者から認めてもら

うことで自己有用感を高められると考える。 

自己有用感とは，「自分と他者（集団や社会）と

の関係を，自他共に肯定的に受け入れられること

で生まれる，自己に対する肯定的な評価である。」

と述べられている(9)。つまり，自己の存在や行動

が周囲から認められている，必要とされていると

受け止める感覚なのである。正に自己肯定感を高

めるプロセスの③と②を実現するものと考えられ

る。この感覚を高めることで自分に自信をもつこ

とができる。 

では，どのようにすれば自己有用感を高めるこ

とができるのであろうか。具体的な手だてとして

は，「肯定的な他者評価」を取り入れることである。

人から成長を認められた，人の役に立った，人か

ら感謝されたなど，自分の成長について自信をも

って振り返りができるように意図的な他者評価を

行うことで，子どもたちに自己有用感を感じさせ

ることができると考えられる。具体的には，昨年

度の研究でも行った肯定的な言葉がけの交流を軸

に取組を進めたい。活動中や振り返りの場面にお

いて意図的に友だち同士が認め合う時間を設定し

たり，教師からの対話的な関わりや振り返りへの

コメントの実践を行ったりする。それらの取組に

よって，自己有用感の高まりにつなげていきたい。 

 

第 2節 キャリア教育の充実 

 

（１）キャリア教育の必要性 

平成 23 年 1月 31日に中央教育審議会が示した

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の

在り方(答申)」（以下「在り方答申」）において，

キャリア教育とは「一人一人の社会的・職業的自

立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てる

ことを通して，キャリア発達を促す教育」と定義

されている（10）。この社会的・職業的自立に向け，

必要な基盤となる能力が，基礎的・汎用的能力で

あり，「在り方答申」で，次の四つの能力として示

されている(11）。 

 

 

 

 

 

 

これらの能力は包括的な能力概念であり，それ

ぞれ独立したものではなく，相互に関連・依存し

た関係にある。自己肯定感の高まりを目指すには，

自分自身の現状を客観的に見つめ，今後の可能性

も含めて，肯定的にとらえることが大切である。

その意味では，基礎的・汎用的能力の中でも，自

己理解・自己管理能力の育成・発揮が重要である。 

この能力を基盤として，自身の成長を肯定的に理

解し，成長を実感することで，本研究でねらう自

己肯定感の高まりにつながると考えられる。 

①人間関係形成・社会形成能力 

②自己理解・自己管理能力 

③課題対応能力 

④キャリアプランニング能力           
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（２）キャリア・パスポートの取組を生かして 

基礎的・汎用的能力は，各教科等での活動の中

で育成される場面があると考えられる。各教科等

で付けたい力を育成すると同時に，キャリア教育

で付けたい力である基礎的・汎用的能力の育成を

図り，自己評価し，成長を実感することが大切で

ある。なお，京都市ではキャリア教育の名称を生

き方探究教育として実践を行っている。（以下「生

き方探究教育」） 

この自己評価の活動を充実させる手段の一つと

して，キャリア・パスポートの取組を活用するこ

とにした。このキャリア・パスポートとは，「児童

生徒が，小学校から高等学校までのキャリア教育

に関わる諸活動について，特別活動の学級活動及

びホームルーム活動を中心として，各教科等と往

還し，自らの学習状況やキャリア形成を見通した

り振り返ったりしながら，自身の変容や成長を自

己評価できるよう工夫されたポートフォリオのこ

と」である(12)。自らの学習状況やキャリア形成を

見通したり，自己評価を行ったりすることで，主

体的に学びに向かう力を育み，自己実現につなぐ

ものとして期待されている。これらの活動を意図

的に繰り返し行うことで自身の変容や成長に気付

くことができ，本研究でねらう自己効力感の高ま

りにつながると考えられる。 

加えて，多角的に自己評価を行うには，自己評

価だけではなく他者評価も大切になる。キャリア・

パスポートの指導に当たっては「記述や自己評価

の指導においては，教師が対話的に関わり，児童

生徒一人一人の目標修正や改善を支援し，個性を

伸ばす指導へとつなげながら，学校，家庭及び地

域における学びを自己のキャリア形成に生かそう

とする態度を養うように努めなければならない。」

と示されている（13）。対話的な関わりを通して，

他者から認めてもらうことで，更なる成長を感じ

ることができ，本研究でねらう自己有用感の高ま

りにつながると考えられる。 

以上のように，キャリア・パスポートの取組を

活用することで，自己肯定感を高めるプロセスを

実現することが可能であると考えている。 

 

第３節 １年次の研究の概要 

 

（１）１年次の研究 

１年次の研究では，児童の自己理解を深め，自

己肯定感を高めるために，キャリア・パスポート

の取組を活用し，実践を行った。１年次の研究構

想を図 1-2に示す。手だてとしては，次の三つで

ある。一つ目は，「キャリア・パスポートの『はじ

め』と『おわり』を活用した授業実践」である。

二つ目は，そのはじめとおわりの間をつなぐ「成

長ノートの作成と活用」である。三つ目は，児童

が振り返りを行う際の，友だちとの「肯定的な言

葉がけの取組」である。これらの活動を通して自

分の成長について考え，振り返ることで，自己理

解能力を高め，自己肯定感を高めることができる

と考え実践を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 １年次の研究構想図 

まず，キャリア・パスポート『はじめ』で，児

童一人一人がこれまでの自分について振り返り，

今や将来の自分について考え，記述した。加えて

友だちと交流することで，より明確な目標やプロ

セスを考えることができるようになり，１年間の

見通しをもつことができた。次に，定期的に自己

の成長を実感するために，学校行事を中心に成長

ノートで振り返りを行った。図 1-3に学校行事で

つなぐ成長ノートを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 学校行事でつなぐ 成長ノート 

この成長ノートとは，学校行事のめあてと振り

返りを１枚のシートにまとめたものである。自分

の成長について書き残すことで，学校行事ごとの
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令和元年７月４日～ 

花背山の家 運動会 学習発表会 スチューデン

トシティ 

卒業式 

令和元年１０月１２日 

 

令和元年１１月２０日 

 

令和２年１月１７日 

 

令和２年３月２３日 
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成長を振り返ることができるようにした。また，

自己評価だけではなく，他者評価を入れることで

自己理解が更に深まると考え，お互いの頑張った

ことや良かったことなどを友だち同士で発表し合

う「肯定的な言葉がけの取組」を取り入れた。こ

れらの活動を通して，学校行事での自分の成長を

書き溜めていった。 

最後に，キャリア・パスポート『おわり』で１

年間の自分の成長について考え，それを書き残し

た。その際，成長ノートで１年間の活動などを振

り返ることで，具体的に自分の成長を実感するこ

とができた。 

 

（２）１年次の成果と課題 

成長ノートとキャリア・パスポートを用いて，

意図的に振り返りをつなぐことで，自分の１年間

の学びを確かめた。そのことでキャリア・パスポ

ート『おわり』では，根拠をもって自分の成長を

実感する児童の姿が多く見られた。また，成長を

実感することで，次の活動の意欲にもつながった

ことが成果といえる。 

友だちとの交流では，友だちからの肯定的な言

葉がけにより，自分の成長を更に実感したり，自

分では気付いていなかった成長に気付いたりする

ことができた。また，友だちから自分の成長につ

いて認めてもらうことで，「自己有用感」を感じる

こともできた。 

このような成果が見られた一方で，課題も見ら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 １年次のアンケート結果（５年生） 

図 1-4で示すように，高学年のアンケート結果

において「自分には得意なことがある」「自分には

よいところがある」の項目で否定的な回答が増え

たことがわかる。高学年の実践で自己理解の深ま

りが見えた一方，自分の成長について厳しく評価

する児童の姿も見られた。その原因として，自分

の立てた目標が大きすぎて目標が達成できず，自

分は成長していないと考えたことや自分の成長と

他者の成長を比較して，自分はあまり成長してい

ないと感じてしまったことが考えられる。 

 そこで，１年次の成果と課題を踏まえ，２年次

では次の視点から研究を進めることにした。 
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研究の成果 自己肯定感の高まり

・教科学習での実践 

・PDCA サイクルを意識した授業実践 

・スモール・ステップの目標設定 

・振り返りの視点の充実 

・肯定的な言葉がけの取組の充実 
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第２章 自己肯定感の高まりに向けて 

 

第１節 自己効力感を高める 

 

 第１章第１節（１）で述べた自己肯定感のプロ

セスを実現するには，なりたい自分に向けての１

年間の目標を考えるキャリア・パスポートの取組

や各教科等での，単元ごとや１時間ごとのめあて

と振り返りが有効である。これらの取組を軸に児

童に自己効力感を味わわせ，自己肯定感の高まり

につなげていく。 

 

（１）PDCAサイクルを意識した 

キャリア・パスポートの取組 

〇キャリア・パスポートの取組 

京都市では，本年度よりキャリア・パスポート

の取組として「生き方探究パスポート（京都市版

キャリア・パスポート）」（以下，「生き方探究パス

ポート」）を作成し，実践を行っている。この生き

方探究パスポートとは，学年初めに記入する「わ

たし」と学年終わりに記入する「あゆみ」の２枚

の振り返りシートから構成されている。形式につ

いては，昨年度使用したキャリア・パスポート「は

じめ」「おわり」と同様にした(各校の実態に合わ

せて一部修正を行った)。 

図 2-1・2-2に生き方探究パスポート「わたし」

「あゆみ」を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 ５年 生き方探究パスポート「わたし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 ５年 生き方探究パスポート「あゆみ」 

生き方探究パスポート「わたし」では，学年の

初めに，今の自分や将来の展望，今後の目標設定

等を考えさせる。 

生き方探究パスポート「あゆみ」では，学年の

終わりにこれまでの自分を見つめ直し，目標の達

成度等を確認し，今年度の振り返りをする。 

生き方探究パスポートの取組の１年の流れにつ

いて，図 2-3で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 生き方探究パスポートの取組の１年間の流れ 

この生き方探究パスポートの取組は，１年間の

大きなPDCAサイクルとしてとらえることができる。

子どもたちが１年間の PDCA サイクルを意識し，自

分が選んだ目標である「なりたい自分」に向けて

の成長を振り返ることで，自己効力感を高めるこ

とができると考えた。 

 

P（めあて）
生き方探究
パスポート
「わたし」

D（実践）
各教科等

C（振り返り）
生き方探究
パスポート
「あゆみ」

A（改善）
次の学年に
向けて

  

 

 

 

○今の自分について考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この１年間でがんばりたいこと，チャレンジしたいこと 

こんな ５年生に なるぞ！ そのために することは 

 

 

 

 

５年生 わたし 
名前 書いた日 

  年    月   

日 

まわりの大人から 

自分のよいところ 

とくいなこと・すきなこと・今，大切にしていること・もの 

 

しょう来の夢(やってみたいこと・やってみたい仕事・こんな人になりたい) 

 

 

 

 

○今までの自分をふり返りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なりたい自分に近づいていますか？ 
ステップアップ 

色をぬりましょう。 

なりたい自分に向けて，どんな努力（思い・行動）をしてきたか書きましょう。 

 

 

 

わすれられない！残しておきたい！『自分の成長・思い出・がんばり・経験』 

 

５年生 あゆみ 
名前 書いた日 

  年    月   

日 

まわりの大人から 
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○各教科等の取組 

生き方探究パスポート「あゆみ」での振り返り

を充実したものにするためには，各教科等での振

り返りの蓄積が大切である。各教科等の実践の中

で，自分の成長を実感し，振り返りシートに記述

させる。振り返りを,次の活動に生かすことで，更

なる意欲を引き出すことができる。つまり，大き

な PDCAサイクルの Dの中に，小さな PDCA サイク

ルを繰り返すことで，より充実した成長の振り返

りにつながると考えられる。そこで，昨年度は学

校行事のみで行っていた実践を，今年度は各教科

等においても，PDCAサイクルを意識した実践を行

い，学びを蓄積していくことにした。 

 

（２）スモール・ステップの目標設定 

自分の目標を設定し，達成することで自己効力

感が高まる。１時間ごとに自分に合った目標を立

て，達成できるようにする。そのために，スモー

ル・ステップの目標を考え，学びの方法を自己選

択し，小さな成功を積み重ねることが大切である。

この自分に合った目標とは，今の自分が少し頑張

ればできそうな目標である。この目標を設定する

ためには，初めに学びのプロセスを示し，自分に

合った課題を見つけ，それに応じた目標を考えて

実践するようにする。最後には，自分で考えて目

標設定できるようにする。 

 

（３）振り返りの視点の充実 

 児童は，教科の中で付けたい力を発揮している

と同時に，キャリア教育で付けたい力である基礎

的・汎用的能力についても発揮している場面が多

く見られる。 

例えば，国語科の授業では，相手の意見を聞き，

それを自らの意見に取り入れ，考えを深めていく

ことがある。これはキャリア教育でねらう人間関

係・社会形成能力が発揮されている場面である。

しかし，この力の発揮については，児童が意識し

て活動していなかったり，振り返っていなかった

りすることが多い。 

そこで，学習中に発揮していたキャリア教育で

付けたい力については，指導者が価値付けを行い，

児童に示すことで振り返りの視点が豊かになるよ

うにする。そのことで，児童は活動中にも，自分

自身の成長に気付き，振り返ることができると考

える。 

加えて，指導者が価値付けた力や児童が見つけ

た力をキーワード化し，「キャリア・レンジャー」

として示す。図 2-4のようにキャリア教育で付け

たい力を可視化し，具体的な児童の姿と結び付け

ることで，児童は「○○の力は，こういう姿なの

か」と意識して取り組むことができるようになる

と考える。そして，各教科等の様々な場面で力を

発揮していた場合，指導者は「キャリア・レンジ

ャー」を提示し，教科横断的につなげることで汎

用的になると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 「キャリア・レンジャー」例 

さらに，キャリア教育で付けたい力を意識する

ことができるようになれば，学習の初めに本時で

発揮させたい力を児童に示し，教科のめあてとキ

ャリア教育で付けたい力双方のめあてを考えさせ

るようにする。そうすることで，キャリア教育で

付けたい力についても学習中に意識して取り組む

ことができると考えられる。 

 

第２節 自己有用感を高める 

 

自己肯定感を高める上で，周りの人から自己の

成長を認めてもらうことはとても有効である。小

学生段階での周りの人とは，保護者はもちろん，

学級の友だちや指導者である。この周りの人から

の言葉がけの取組を有効に活用し，児童に自己有

用感を感じさせたいと考えた。 

 

（１）指導者からの肯定的な言葉がけ 

 大人からの肯定的な言葉がけについては，児童

の身近な存在である指導者からの言葉がけに注目

して実践を行う。児童の頑張りや行動，クラスへ

の貢献などに対して，指導者が対話的に価値付け

るのである。 

また，肯定的な言葉がけは，決して結果を褒め

るだけではなく，児童の学ぶ過程での努力を価値

付けることが大切である。児童が，自分の頑張り

に気付けるように，学習中の活動に注目して言葉

をかける。大人からの肯定的な言葉がけが，次へ

の挑戦や意欲へとつながるように留意したい。 
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野田は，アドラー心理学をもとに「勇気づけ」

の具体的な視点として，以下の九つを挙げている

(14)。 

 

 

 

 

 

 

指導者はこれらの視点をもとに，児童の行動や

頑張り等に対して対話的に関わるようにする。こ

の視点を対話レベルに具体化するものとして，「肯

定的な言葉がけシート」を作成した(図 2-5)。この

シートを活用し，実践の中での指導者の対話的な

関わりを通して変容する児童の姿を見取っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 肯定的な言葉がけシート 

（２）友だち同士の肯定的な言葉がけ 

 各教科等での１時間の授業を構成したとき，多

くの場合はめあての確認，実践，振り返り，改善

の流れになると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 学習の流れ 

児童は，それぞれの場面で思考を働かせて，学

習している。特に，Ｄの実践の場面において，頑

張りや成長などが見られる。そこで，実践の過程

に，児童同士の肯定的な言葉がけの交流を取り入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な り た い 自 分

今 の 自 分 （ 生 き 方 探 究 パ ス ポ ー ト 「 わ た し 」 ）

自 己 理 解 ・ 自 己 管 理 能 力
自

己

効

力

感

自

己

有

用

感
成長ノートの取組（１年間を通して）

各教科等・学校行事

改善
自分について
正しく知る

めあて
自分に合った
目標設定

実行

実践する

評価

振り返り
A

D

C

P

達

成

感

肯
定
的
な
言
葉
が
け

自 己 肯 定 感 の 高 ま り

（ 生 き 方 探 究 パ ス ポ ー ト 「 あ ゆ み 」 ）

①貢献に注目する   ②過程を重視する 

③成果を指摘する   ④失敗を受け入れる 

⑤成果を重視する   ⑥相手に判断を委ねる 

⑦肯定的に表現する  ⑧「私メッセージ」を使う 

⑨「意見言葉」を使う 

 

 



60 

小学校 キャリア教育 8 

れ，そこでの頑張りや成長を認め合えるようにす

る。一般的には，いいところ見つけとして実践さ

れていることが多い。学びの中で友だちの頑張り

や成長に目を向けさせ，互いのよいところを見つ

けながら学習を進める。 

また，この活動は実践中だけではなく，振り返

りの場面においても有効である。活動を通して自

分が頑張っていたことや成長したことなどについ

て肯定的な言葉をもらうことで，自分の成長を更

に実感したり，自分では気付いていなかった成長

に気付いたりすることができると考えられる。 

 

ここまでに述べてきた内容を踏まえ，自己肯定

感の高まりを目指す，本研究の構想を図 2-6のよ

うに表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 ２年次の研究構想図 

 

(14) 野田俊郎『アドラー心理学を語る４ 勇気づけの方法』 

創元社 2016 P.24 

 

 

第３章 実践の実際 

 

 実践は，Ａ校５年１学級，６年１学級，Ｂ校６

年２学級の計４学級で行った。６月に両校共に生

き方探究パスポート「わたし」の実践を行い，１

年間の自分のめあてを考えさせた。その内容から

児童の実態を把握し，研究実践の計画を立てた。  

初めに，児童が活動前と活動後の成長に気付く

ために，PDCAサイクルを意識した授業実践を体育

科で行った。体育科では単元を通して，繰り返し

PDCAサイクルを取り入れやすいからである。加え

て，教科の学びの中に，基礎的・汎用的能力が発

揮されている場面があることに気付かせるため，

的確にその場面をとらえて指導者が価値付けを行

い，児童に意識させるようにした。 

その後，PDCA サイクルやキャリア教育で付けた

い力について意識できるように，国語科書写にお

いても実践を行った。体育科同様に，単元を通し

てPDCAサイクルを繰り返し展開するのに適してい

るからである。このように体育科と国語科書写に

おいて，PDCAサイクルを意識し，実践することで，

児童に学習過程を定着させることができるととも

に，他の教科にもつなげていけると考えた。 

最後には，生き方探究パスポート「あゆみ」で

１年間の自分の成長を振り返る。 

これらの活動を通して，自己肯定感を高めるプ

ロセスを生かし，子どもの肯定的な自己理解を促

していく。表 3-1は，Ａ校・Ｂ校の実践計画であ

る。 

表 3-1 実践の全体の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章では，これらの実践の内容について述べ

る。体育科の実践は第５学年，国語科書写の実践

は第６学年の内容である。 

 

第１節 自己効力感を高める実践内容 

 

（１）PDCAサイクルを意識した実践 

ア Ａ校 第５学年「マット運動」（全７時間） 

における実践から 

この単元では マットの上で基本的な回転技や倒

立技に取り組み，それぞれの技について自己の能

力に合わせてより安定してできるようにするとと

もに，その発展技に挑戦することをねらいとして

いる。また，できるようになった技を連続したり

組み合わせたりして楽しむこともねらいである。 

ねらい①の時間では，今できる技で連続技や組

み合わせ技に挑戦する。ねらい②の時間では，少

し頑張ればできそうな技に挑戦する。既習の学習

 

A校 第５学年 A校 第６学年 B校 第６学年

６月 生き方探究パスポート
「わたし」

７月 体育科
「マット運動」

体育科
「とび箱」

体育科
「マット運動」

８月 国語科 書写
「成長」

国語科 書写
「思いやり」

９月 国語科 書写
「登る」

国語科 書写
「湖」

10月 体育科
「マット運動」

体育科
「とび箱」

11月 体育科
「とび箱」

体育科
「タグラグビー」

12月 生き方探究パスポート
「あゆみ」

 

な り た い 自 分

今 の 自 分 （ 生 き 方 探 究 パ ス ポ ー ト 「 わ た し 」 ）
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ー
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・
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肯
定
的
な
言
葉
が
け

自 己 肯 定 感 の 高 ま り

（ 生 き 方 探 究 パ ス ポ ー ト 「 あ ゆ み 」 ）
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を生かしながら，更なる成長のために実践を行っ

た。 

加えて，活動中に，発揮されるキャリア教育で

付けたい力についても成長を実感させ，高めてい

きたい。活動の中で「友だちと互いのよさを認め

合うことで自信につなげられる」「友だちとよりよ

くするためのポイントやうまくいかない原因など

について話し合う」「どんな場や方法で練習すれば

よいかを考えて練習する」ことなど，キャリア教

育で付けたい力についても発揮される場面が想定

される。これらの内容についても，児童に意識さ

せながら，活動中の多くの成長を見つけられるよ

うに実践を行った。 

体育科「マット運動」の活動では，繰り返し PDCA

サイクルを展開できるため，児童がこのプロセス

を習得しやすいと考えた。表の 3-2は，体育科「マ

ット運動」の全体の流れである。 

表 3-2 ５年 体育科「マット運動」全体の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下，どのように実践を進めたのか，児童の様

子等について述べる。 

 

〇スモール・ステップの目標設定 

初めの時間に(１／７時間目)，ねらい①で連続

技や組み合わせ技，ねらい②で挑戦する技を選択

し，活動を通して目指したい姿を考えた。その後

の活動では，目指す姿に迫るために，１時間ごと

に自分に合っためあてを考え，活動を進めた。 

各時間，自分に合っためあてを考える際には，

自分の選んだ技のカードを活用した。この技カー

ドは，技を習得するためのポイントや練習の仕方，

練習の場の設定などを記載している。自分が選ん

だ技を習得するポイントに着目して，今の自分に

合った課題を考え，めあてを決めた。 

図 3-3に，マット運動で使用した技カードを示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 体育科「マット運動」の技カード 

 このように，技カードを活用して一つ一つの技

のポイントを意識して行うことで技の習得の支援

になるだけではなく，１時間ごとのめあてを考え

ることができた。そして，項目ごとの成長を振り

返ることで，一つ一つの小さな成長を見取るため

の支援にもなった。 

 

〇自己選択の場の設定 

 自分に合った目標を達成するために，それぞれ

のめあてに沿った練習方法を自己選択し，練習を

行った。その際，図 3-1 の技カードの「技に合っ

た練習の仕方・練習の場」を活用し，自分に合っ

た練習の場や練習方法を選択して取り組んだ。そ

の中で，めあての達成に向けての練習方法が見つ

けられない児童については，図 3-2のような自己

選択ボードを活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2  体育科の自己選択ボード 

 

１時間目 ２～５時間目 ６時間目

はじめ
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ねらい① 今できる技で

連続技や組み合わせ技に挑戦する。
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振り返り

次の活動に向けて

ねらい①

めあて

実践

振り返り

次の活動
に向けて

ねらい②

めあて

実践

振り返り

次の活動
に向けて

まとめ

ねらい② 少しがんばれば

出来そうな技に挑戦する。

めあて

実践

振り返り

次の活動に向けてA

D
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D
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P
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D
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D
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ヘッドスプリング 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 <ロールマットの場> 「体のそり」をおぼえよう 

   

※ 足をマットの向こう側まで大きく跳ね上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 <マットを重ねる場> 両足のつま先で大きな円をえがこう 

   

※ 足を前にふり出すと同時に手で強く押し，体をそらす。 

※ 足を勢いよくふり出す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 <ヘッドスプリング> ふつうのマットの場でチャレンジしよう 

 

※ ホップした位置から遠い場所へ着手を意識 

開始日 

(／) 

開始日 

(／) 

開始日 

(／) 

技を習得するためのポイント 

技に合った 

練習の仕方 

練習の場 

 

 

 

意思表示 

 

技

の

名

前 

スモールステップのめあて 
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自己選択ボードを活用することで，同じ技を頑

張っている児童同士で交流を行い，課題解決に向

けて話し合ったり，練習方法を共有したりするこ

とができた。そのことで，技についてアドバイス

し合う様子も見られた。 

 

 以上のような活動を通して，なりたい自分にな

るために，キャリア教育で付けたい力である基礎

的・汎用的能力を発揮している姿も見られた。 

 

〇振り返り  

１時間ごとの振り返り 

振り返りの場面では，活動を通して，自分が成

長したことについて考えた。振り返りの視点とし

ては「①活動を通してできたこと・成長したこと

について」「②なぜできるようになった・成長でき

たのか（過程）」とした。①②の二つの視点で振り

返ることで，教科のねらいに対する振り返りとキ

ャリア教育の視点での振り返りができると考えた

からである。 

まず，「①活動を通してできるようになったこと・

成長したこと」については，技カードを活用して

振り返りを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 技カードにシールを貼る 

図 3-3のように，自分の技カードの達成したと

ころに，シールを貼る活動を行った。そのことで

自分の成長が可視化され，技の部分的な習得を実

感し，小さな達成感を味わいながら，振り返りを

行うことができた。 

次に，「②なぜできるようになった・成長したの

か（過程）」については，活動中に発揮していた力

（基礎的・汎用的能力）の視点で振り返りを行っ

た。このように基礎的・汎用的能力の成長につい

ても目を向けることで，１時間の活動の中で多く

の成長を見つけることができた。 

 実践で見られた振り返りを図 3-4で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 体育科の振り返りシートの記述 

このように，１時間ごとの振り返りを蓄積し，

自己の成長を書き溜めていった。 

 

単元全体の活動を通しての振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 単元を通しての振り返り 

最後の時間に（７／７時間目）単元全体の活動

を通しての振り返りを行った。活動前の自分の姿

を思い返したり，１時間ごとの振り返りを読み返

したりして，活動前の自分と活動後の自分の姿を

比較し，記述を行った。 

単元を通しての振り返りを図 3-5 で示す。 

 このように，蓄積した振り返りを読み返し，活

動前と活動後の姿を比較することで，単元を通し

ての成長を実感することができた。また，振り返

りの視点の充実により，体育科で付けたい力の成

長だけではなく，キャリア教育で付けたい力につ

いても成長を実感している姿が見られた。 

 

  
 

達成したところにシールを貼る 

ポイントごとの成長の振り返り 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
の
振
り
返
り 

体
育
科
の
ね
ら
い
で
の
振
り
返
り 

活動前の自分の姿と

比べて振り返りを行

っている。 

キャリア教育の視点

でも成長を実感して

いる。 

※HighFive は学級目標 
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イ Ａ校・Ｂ校 第６学年「思いやり」（全３時間） 

における実践から 

この単元では，「思いやり」を教材として，「漢

字と平仮名」のつり合いと，一文字の中での「点

画のつながり」を意識した書き方を学ぶ。前学年

の「あこがれ」で学習した，次の線へとつながる

ような気持ちで穂先を動かしていく書き方を想起

させ，最初に「思」の「心」の部分について「点

画のつながり」を指導する。また，「文字の大きさ」

は，外形の違いによって異なってくる。紙面につ

り合いよく収めるためには，平仮名や画数の少な

い漢字は小さく書くなど，紙面と文字相互の相対

的な大きさを考えて書くことが大切である。そし

て，文字の中心を行の中心に揃えながら，点画の

ゆずり合いなども意識する必要がある。これらの

点に留意し，既習の知識も生かしながら学習を進

めるようにした。 

加えて，キャリア教育で付けたい力についても

注目させたい。この書写の活動を通して，「なりた

い自分に向けて，計画を立てて解決する」や「友

だちと話し合い，解決する」「自分のよさや課題を

見つけ，活動へ生かす」「自分の課題に向けて努力

する，挑戦する」ことなど，キャリア教育で付け

たい力についても発揮される場面があると考えら

れる。これらの内容についても意識させながら実

践を進めた。 

表 3-3に単元の全体の流れを示す。 

表 3-3 国語科書写「思いやり」の全体の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの活動を通じて，PDCAサイクルを意識し，

キャリア教育で付けたい力を発揮しながら，学習

を進めた。 

 

〇スモール・ステップの目標設定 

まず，今の自分の力を知るために，試書を行っ

た。その後，本時の手本と比べて，自分のよいと

ころや頑張りたいことを考え，試書やお手本にペ

ンで書き込ませた（図 3-6）。この活動の目的は，

単元を通しての自分に合っためあてを考えること

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 国語科書写で自分の課題を考える様子 

 比較した後に，本単元での指導事項をおさえ，

単元を通してなりたい自分について考えた。試書

やお手本に書いたメモをもとに，課題を考え，本

時はどのようなことを意識して書くのか，１時間

ごとに自分に合っためあてを決めた。 

 漠然と課題を提示され，書く活動を行うのでは

なく，このように試書（今の自分）と手本を比較

し，見つけた課題からめあてを立てることで，な

りたい姿に向けての計画が立てやすくなると考え

られる。また，それぞれが見つけた頑張りたいこ

とが，自分に合っためあてとなり，スモール・ス

テップの目標を設定することができた。 

 

〇自己選択の場の設定 

 自分に合っためあての達成に向けて，どんな練

習を行えばよいかを考える場を設定し，練習方法

の自己選択を行った。図 3-7のように課題に応じ

た練習シートを数種類準備した。これらを活用し，

自分のめあてに合った練習シートを選択して練習

を行うようにした。児童は，自分の課題を解決す

るために計画を立て，練習に取り組んだ。 
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ポイントとなるところを書き込む 
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図 3-7 国語科書写の自己選択ボード 

 練習の場面では，体育科と同様，めあて達成に

向けて，何度も同じ課題を練習したり，同じめあ

ての友だちや同じ練習シートを選んでいる友だち

と相談して練習を工夫したり，お互いの作品を見

合ってアドバイスし合ったりするなど，なりたい

自分になるために，基礎的・汎用的能力を発揮し

ている姿が見られた。 

 

〇振り返り 

活動を通して，自分が成長したことについて振

り返りを行った。振り返りの視点としては体育科

と同様に「①活動を通してできたこと・成長した

ことについて」「②なぜできるようになった・成長

できたのか（過程）」とした。 

①については，本時の試書とまとめ書きとを比

べ，自己評価を行った。 

試書があることで，活動前と活動後の自分を比

べて評価することができるようになり，活動を通

しての成長を実感することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-8 試書とまとめ書きの比較 

また，試書があることで，図 3-9 のように自分

の成長を実感できると同時に，「次はこうしたい」

と新たな課題を見つけることができ，更なる成長

に向けての意欲が高まっている様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9 国語科書写の振り返りシート 

②については，成長してできた場面やその理由

を発表させる中で，それを指導者が価値付けなが

ら，学習の中での成長を振り返らせた。体育科で

の学びを生かすことができ，書写においてもキャ

リア教育の視点を意識して，自分の成長を見るこ

とができるようになったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10 国語科書写の振り返り 

 

（２）振り返りの視点を充実させた実践 

 活動中のたくさんの成長に気付くため，結果だ 

 

 

 

練習シート 

 
 

 

意思表示 

 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ね
ら
い 

教
科
の
ね
ら
い 

試書 

本時のまとめ書き 

 

次
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
様
子 

成
長
の
実
感 

漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
大
き
さ
と
文
字
の
中
心
に
気
を
付
け
ら
れ
た
。
特

に
「
思
」
は
気
を
付
け
ら
れ
た
。
「
思
」
の
田
の
下
は
少
し
出
す
と
か
，

一
画
の
終
わ
り
と
次
の
画
の
始
め
の
つ
な
が
り
を
気
を
付
け
る
と
上
手

に
自
分
が
納
得
す
る
字
に
近
づ
い
た
。
だ
か
ら
次
も
，
今
日
気
付
け
た

こ
と
も
注
意
し
な
が
ら
書
こ
う
と
思
う
。 

点
と
点
の
つ
な
が
り
や
文
字
の
大
き
さ
を
意

し
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

今
ま
で
に
練
習
し
た
の
や
，
何
を
気
を
つ
け

る
か
を
考
え
て
や
っ
た
ら
で
き
た
。 



65 

小学校 キャリア教育 13 

けでなく，活動の過程にも注目し，振り返りがで

きるように①価値付け②共有③見える化を行った。

その実践について，児童の様子等を踏まえて述べ

る。 

 

①価値付け 

国語科書写の実践において，キャリア教育で付

けたい力を発揮している場面が多く見られた。 

例えば，課題解決に向けて，何度も練習してい

る姿や，苦手なことに挑戦している姿，課題解決

に向けて友だちと作品を見て，アドバイスし合っ

ている姿などが見られた（図 3-11・3-12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11 自分の課題解決に向けて何度も練習をする姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-12 友だちにアドバイスをしている姿 

そうした場面を逃さず，指導者がそれらの行動

に対して「すごく成長しているね」「頑張っている

ね」など児童の行動を価値付けた。価値付けられ

たことで，「この姿は成長だ」と自覚することがで

き，成長を実感している様子が見られた。 

 

②共有 

児童が活動中に発揮していた姿について，学級

で共有する時間を設けた。頑張っていたことや成

長したことなど，活動中に価値付けた姿を紹介し，

学級全体で共有した。その結果，他の児童も，活

動のプロセスでの成長に気付く視点をもつことが

できるようになった。 

 

③見える化 

 ②で共有した力については，図 3-13 のように

「キャリアレンジャー」として学級で位置付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-13 キャリアレンジャー 

他の時間に発揮していた場合も，キャリアレンジ

ャーを示し，価値付けを行った。 

体育科や国語科書写の時間では，キャリア教育

で付けたい力についても意識して取り組む姿が見

られた。また，図 3-14のように，これらの力の視

点からもめあてを考え，活動を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 キャリア教育の視点でのめあて 

初めは，体育科や国語科書写の時間だけでキャ

リア教育の視点を意識して取り組んでいたが，繰

り返し行う中で，図 3-15 のように，他の教科でも

意識するようになり，汎用的に活用している様子 

が見られた。 

 

 

 

 
キャリアレンジャーの提示 
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図 3-15 他の教科でキャリアレンジャーを活用する様子 

これらの活動を行うことで，振り返りの際に，

教科のねらいに関することだけではなく，キャリ

ア教育で付けたい力の視点でも振り返る姿が見ら

れ，活動中の多くの成長を見つけることができた。 

このように「価値付け」「共有」「可視化」を繰

り返し行うことで，児童にキャリア教育で付けた

い力の視点が定着していった。 

 

第２節 自己有用感を高める実践内容 

 

（１）指導者からの肯定的な言葉がけの実践 

指導者からの肯定的な言葉がけの取組では，①

活動中の声かけ②振り返りへのコメントの二つの

場面で実践を行った。その実践について，児童の

様子等を踏まえ述べていく。 

 

① 活動中の指導者の声かけ 

体育科や国語科書写の実践中に，児童に向けて

肯定的な言葉がけを行った。(P.7 図 2-5 参照)そ

の視点としては，肯定的な言葉がけシートの視点

を活用し，実践を行った。指導者は，様々な場面

で声かけを行っていた。 

以下，肯定的な言葉がけが行われた場面につい

て紹介する。 

 

〇児童が頑張っている場面 

 活動中，なりたい自分に向けて，一生懸命頑張

っている姿やあきらめずに努力している姿が見ら

れた。その行動に対して，指導者は言葉をかけて

価値付けを行った。 

その際，指導者は「すごく〇〇を頑張っている

ね」「何回も練習していてすごいね」など，児童の

頑張りを価値付けた。 

このように，なりたい自分に向かって頑張って

いる姿を見つけ価値付けを行うことで，児童は自

分の頑張りを認めてもらったことが自信となり，

その後の活動に意欲的に取り組む様子が見られた。 

 

〇児童が悩んでいる場面 

 めあての達成に向けて失敗を繰り返し，悩みな

がら練習を行っている児童の姿も見られた（図 3-

16）。その際にも，指導者は児童に対して，肯定的

な言葉がけを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-16 指導者が悩んでいる子に声かけをしている様子 

 指導者が声かけをしているときの会話を以下に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ，声かけをするだけではなく，まず，児童

が何を頑張ろうとしているのか，めあてを確認し

た。次に，下線部のように，前回までの姿と比べ，

技の部分的な成長に価値付けを行った。最後には，

次の活動への見通しをもたせるように声かけをし

ている。このように，失敗に目を向けさせるので

はなく，前回と比べて成長している部分に目を向

けさせ，次への頑張り，挑戦へとつなげる言葉が

けを行った。 

 

〇児童が成長を実感している場面 

 体育科「マット運動」では，児童が挑戦してい

る技ができるようになり，成長を実感している場

面があった。その場面こそ価値付けを行うことが

大切である。 

 

T：どんなことに挑戦しているの。 

C：技は後転で，めあては勢いよくまわること 

T：やってみて。 

C：(やってみるが失敗をする。) 

T:（カードを見せながら）すごい。前と比べて速く回

れているね。成長しているね。 

  次は，マットをしっかり押すところを頑張ろうね。 

 

 

前向きレンジャー 

助け合いレンジャー 
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図 3-17 指導者が成長を実感している子に 

声かけをしている様子 

 その際，指導者は「すごい。よく練習頑張った

ね」のように，これまでの努力と結び付けたり，

「やった。できたね」など達成感を共有したりし

た。加えて，言葉だけではなく表情や手ぶりなど

を使って，できた喜びを共感する関わりを行って

いた。そのことで児童も成長したことを実感する

とともに，成長する喜びや楽しさを感じることが

できた。 

 

② 振り返りシートへのコメント 

振り返りシートへのコメントの実践では，指導

者自身も活動中の児童の様子を振り返り，児童が

頑張っていたところや成長したところについて価

値付けを行った。また，児童自身が成長を実感し

ている記述があるときには，指導者はその成長を

認め，更に価値付けた。 

指導者のコメントを図 3-18で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-18 指導者の肯定的なコメント 

（２）友だち同士の肯定的な言葉がけの実践 

友だち同士の肯定的な言葉がけの取組は，活動

中や振り返りの場面で取り入れた。この活動は，

友だちの活動中の良いところ，頑張ったところ，

成長したところなどを認め合うものである。それ

らの活動について，児童の様子等を述べていく。 

 

〇活動中の肯定的な言葉がけ 

体育科「マット運動」では，同じ技や同じめあ

てをもって活動している児童でペアやグループを

つくり活動を行った。そのグループで技の見せ合

いやアドバイスの時間などを意図的に取り入れた

（図 3-19）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-19 同じ技の友だちと見せ合いを行っている姿 

活動中に友だちが頑張っているところや成長し

たと思うところなどを伝え合い，技カードのポイ

ントと見比べながら技の部分的な成長を認めてい

る姿が見られた。 

また，「頑張れ」「あと少し」など，挑戦してい

る技の向上に向けて勇気付ける声かけも見られた。 

 

〇振り返りの場面での肯定的な言葉がけ 

振り返りの場面では，活動中頑張っていたこと

や成長していたことなどについて，付箋に書き，

友だちに伝える活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-20 友だち同士の肯定的な言葉がけの交流 

 

 

 

 

友だちからの

肯定的な言葉 

〇〇を頑張っ

ていたね！ 
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 伝える活動では，図の 3-20のように「〇〇がで

きていたよ」「〇〇を頑張っていたね」「〇〇がす

ごい」など，友だちの頑張りや成長について価値

付けている言葉を付箋に書いている様子が見られ

た。 

図 3-21活動中に渡していた付箋の例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-21 友だちの良かったところが書かれた付箋 

 

第４章 実践の成果と課題 

 

第１節 児童の変容 

 

（１）生き方探究パスポート「あゆみ」から 

生き方探究パスポート「あゆみ」の実践では，

１年間の自分の成長について振り返りを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 ５年Ａ児「生き方探究パスポート『わたし』」 

活動を通して成長したことを振り返る場面では，

体育科や国語科書写など，蓄積した学習の振り返

りシートを読み返し，更に成長を実感している様

子が見られた。その後，生き方探究パスポート「あ

ゆみ」の「わすれられない！残しておきたい！『自

分の成長・思い出・がんばり・経験』」の項目に記

述を行った。５年Ａ児の記述を紹介する。 

Ａ児は，図 4-1「わたし」で，１年間のめあてを

「前向き」に行動すること，何事にも「挑戦」す

ることとした。 

図 4-2「あゆみ」では，年度当初に考えためあて

を意識して，各教科等の学習活動に取り組み，前

向きに取り組む力や挑戦する力を高め，成長を実

感したことがうかがえる記述をしていた。 

 加えて，年度当初に計画したなりたい姿だけで

はなく，他の力を伸ばそうとして取り組んでいた

様子もうかがえる。本研究で行った振り返りの視

点の充実により，学習を通して教科の視点やキャ

リア教育の視点で振り返りを行ったことで，多く

の成長を実感できていたことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 ５年Ａ児「生き方探究パスポート『あゆみ』」 

他の児童にも，生き方探究パスポート「あゆみ」

の記述から，１年間の多くの成長を実感している

姿が見られた。 

また，図 4-3・4-4 のように，本研究で実践を行

った体育科や国語科書写での成長にとどまらず，

他教科等での成長も記述している児童もいた。加

 

 

 

挑戦 
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えて，教科のねらだけではなく，キャリア教育で

付けたい力に関する記述も多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 ５年Ｂ児「生き方探究パスポート『あゆみ』」 

実践を通して，二つの視点で振り返りを行った

ことで，自分自身の成長に数多く気付くことがで

きたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-4 ６年Ｃ児「生き方探究パスポート『あゆみ』」 

 

（２）児童アンケートから 

実践後に，研究協力校の児童にアンケートを行

った。項目については，自己効力感，自己有用感，

自己肯定感に関するものである。５年生では，１

学級 23人を対象に，６年生では３学級 74 人を対

象に実施した。児童アンケートの結果から読み取

れる成果について述べていく。 

 

〇自己効力感の高まり 

「努力すれば自分のめあてを達成することがで

きると思う」の項目に対する回答結果は表 4-5 の

とおりであった。 

表 4-1 「努力すれば，自分のめあてを達成することが 

できると思う」のアンケート結果 

 

 

 

 

体育科や国語科書写の実践を通して，PDCAサイ

クルやスモール・ステップの目標設定の実践を行

ったことで，成功体験を積み重ねることができ，

努力すれば，自分のめあてを達成することができ

ると考えられるようになってきた。 

 両校の研究協力員へのヒアリングからも，実践

前と実践後の児童に行動の変化が見られたことが

わかった。例えば，体育科では，実践前では，「で

きない」「難しい」「嫌い」など，取り組む前から

やる気をなくして行動に移すのに時間がかかって

いたことも多かったが，実践を重ねることで「頑

張ればできるかも」「やってみよう」と考え，前向

きな行動に変わっている姿が見られたという話を

聞くことができた。また，このような姿は，体育

科だけではなく，他の教科等でも見られるように

なってきていることがわかった。 

このように，スモール・ステップの目標を設定

し，自己選択を行い，PDCA サイクルを意識して振

り返りを行うことで，「自分はうまくいく」「自分

はやればできる」と考えて行動できるようになる

ことがわかった。 

 

〇自己有用感の高まり 

 「先生の声かけや友だちからの声かけは成長を

実感するために有効であった」の項目に対する回

答結果は表 4-2 のとおりであった。 

表 4-2 「先生の声かけや友だちからの声かけは成長を 

実感するために有効であった」のアンケート結果 

 

 

 

 

 

  

あてはまる
少し

あてはまる

少し

あてはまらない
あてはまらない

友だちからの声かけやメッセージで

自分の成長を実感する

ことはできましたか。
40人 37人 18人 2人

先生からの声かけやメッセージで

自分の成長を実感する

ことはできましたか。
44人 38人 12人 3人

（ｎ＝97）
肯定的な回答 否定的な回答

 

あてはまる
少し

あてはまる

少し

あてはまらない
あてはまらない

努力をすれば，自分のめあてを達成

することができると思う。 63人 27人 4人 3人

（ｎ＝97）
肯定的な回答 否定的な回答
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結果からわかるように，友だちからや先生から

の肯定的な言葉は，自分の成長を実感するために

効果があることがわかる。加えて，このアンケー

トでは，もらった言葉の中で「どのような言葉が

成長を実感することにつながったか」についても

尋ねてみたところ，「〇〇頑張っているね」「いっ

ぱい練習していてすごいね」「その調子で頑張ろう」

などの言葉が多かった。 

 その理由として，自分のめあてとして頑張って

いることを認めてもらう言葉であることや，自分

が少し成長していると感じることができたこと，

自分がたくさん練習していることに気付いてくれ

たこと，応援されているようで嬉しかったことな

どがあった。これらのことからわかるように，周

りの人から成長を認めてもらうことで，更に自分

の成長を実感することができている。 

指導者は児童の活動の結果だけを見取り，価値

付けを行うのではなく，児童の活動の過程に目を

向けて成長を見取り，価値付けを行うことが大切

である。 

体育科や国語科書写の実践では，自己選択ボー

ドを活用し，自分のめあてを選択して，意思表示

を行った。意思表示があることで，児童が今，何

をめあてとして頑張ろうとしているのかを，指導

者が把握することができた。そのことで，活動の

過程での頑張りを価値付けることができたり，児

童の小さな成長にも気付いたりすることができる

ようになった。 

 

〇自己肯定感の高まり 

「自分には得意なことや長所がありますか」「自

分にはよいところがあると思いますか」の項目に

対する回答結果は表4-3のとおりであった。なお，

このアンケートは実践前の６月，実践後の 12 月に

実施した。 

表 4-3 「自分には得意なことや長所がありますか」 

のアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 アンケート結果からわかるように，少しではあ

るが，実践前と比べて，肯定的な回答が増えたこ

とがわかる。実際に生き方探究パスポート「あゆ

み」の記述を見てみると，自分の成長を振り返っ

ている姿が多く見られた。この成長が自分の自信

となり，得意なことや長所として感じることがで

きたと考える。 

表 4-4 「自分にはよいところがあると思いますか」 

のアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 表 4-4 のアンケート結果でも，自分のよさに対

する意識に変化があったことがわかった。実践前

と比べて，肯定的な回答が増えている。実践を通

して，まだ自分のよいところについて，はっきり

わかっていないものの，自分のよいところはこん

なところかなと気付き始めているのではないだろ

うか。 

ここで，アンケートの結果が大きく変化した児

童を取り上げ，自己肯定感の高まりについて述べ

ていく。５年生Ｄ児は，実践前のアンケートでは，

両項目で否定的な回答をしていたが，実践を終え

てのアンケートでは，肯定的な回答へと変化が見

られた。 

この児童にインタビューをすると，「自分のいい

ところは，１年間でたくさん増えた。(体育科や他

の教科の振り返りシートを見せながら)特に，苦手

だったことにも挑戦できた。」と話をしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-5 ５年Ｄ児「生き方探究パスポート『あゆみ』」 

 

あてはまる
少し

あてはまる

少し

あてはまらない
あてはまらない

実践前 48人 35人 9人 3人
実践後 52人 34人 8人 1人

（ｎ＝97）

自分には得意なことや長所がありますか。
肯定的な回答 否定的な回答

 

あてはまる
少し

あてはまる

少し

あてはまらない
あてはまらない

実践前 29人 33人 27人 6人
実践後 34人 40人 18人 3人

自分にはよいところがあると思いますか。

（ｎ＝97）
肯定的な回答 否定的な回答
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図 4-5の生き方探究パスポート「あゆみ」の記

述からわかるように，体育の学習をはじめ，他の

教科においても教科の力を伸ばしながら，キャリ

ア教育で付けたい力についても注目し，成長を実

感し，書き残している姿が見られる。 

振り返りで自分の成長を感じたり，他者から自

分の成長を認めてもらったりすることを繰り返し

行ったことで，自分のよさを感じ取っていたこと

がわかる。 

 研究協力員にＤ児の１年間の活動の様子をうか

がうと，実践前は，何事にも自信がなく，失敗す

ることを恐れていた。体育科マット運動の活動で

も，最初は技に挑戦することを恐れていたが，友

だちと協力して学習を進める中で，何度も挑戦し

ている様子が見られた。この経験を生かし，他の

教科でも，苦手なことに挑戦することができるよ

うになってきた。その際，指導者も意識して,頑張

りや成長を認めることで，Ｄ児は,自分の成長に気

付いて，自信をもつことができるようになった。 

 

第２節 研究協力員の聞き取り調査から 

 

実践後，研究協力員に「キャリア教育の実践を

通して，児童の変容や指導者の意識の変容はあっ

たのか」を問う聞き取り調査を行った。その調査

で聞き取ることができた内容について述べていく。 

 

『キャリア教育の実践による児童の変容は？』 

 

キャリア教育の実践を行ったことで，例年に比

べて，体育科や国語科書写の活動に子どもたちは

意欲をもって取り組んでいた。 

体育科「マット運動」では，スモール・ステッ

プのめあてを設定して達成したこと，それを周り

の人から認めてもらったことで成長を実感し「も

っとしたい」「はやくしたい」など，意欲を高めて

いた。その経験を生かし「とび箱」の学習でも，

小さな成功体験の積み重ね，苦手なことにも挑戦

する姿が見られた。 

これらの実践の中で特に印象的だったのは，体

育が苦手だったＥ児の意識の変容である。Ｅ児は

「とび箱」が苦手であったが，「マット運動」の活

動において，技ができた経験を思い出し，「もしか

したらとび箱の技もできるかもしれない」と考え

て学習をスタートした。マット運動で経験した「友

だちと見合ったり」「友だちのアドバイスを聞いて

自分に取り入れたり」したことを生かしている様

子が見られた。とび箱でも技の習得はもちろんの

こと，キャリア教育で付けたい力についても伸ば

すことができていた。 

 

『他の場面での児童の変容はないか？』 

 

普段，国語科書写の学習では，練習をあまりせ

ずにまとめ書きをしていたり，目標をもたずに，

ただ字を書いているだけになっていたりすること

が多かった。しかし，この実践を行ったことで，

自分の成長に気付き，こちらから活動の指示がな

くても，めあての達成に向けて練習に取り組み，

意欲的に学習を進めることができていた。 

 

これらのことから，研究実践において，PDCAサ

イクルを意識した授業を繰り返し行ったことで，

学習の前後の姿を比較して自分の成長に気付いた

り，教科のねらいとキャリア教育のねらいの二つ

の視点で振り返ったことにより，多くの成長を感

じることができたりした。そのことで，体育科や

国語科書写において，もっと成長したいという気

持ちがわき，こちらから指示がなくても，意欲的

に学習に取り組む姿が見られたと考えられる。 

 

『実践を通して指導者の意識の変容は？』 

 

キャリア教育というと，職業体験を行ったり，

仕事について調べたりして，職業観を身に付ける

ものだと考えていた。しかし，今回の実践を通し

て，キャリア教育に対する意識が変わった。大き

く変わったのは，職業体験や職業に関する単元だ

けでなく，様々な教科や生活場面で身に付けるこ

とができるということがわかった。 

研究の最初に，キャリア教育で付けたい力であ

る基礎的・汎用的能力について教えていただいた

際に，私自身が各教科等で付けたい力と同じくら

い付けたいと願っている力であるということがわ

かった。このことを知れたことで，体育科や国語

科書写だけでなく，他の教科等でも実践しやすく

なった。授業を計画する段階で，「今回の授業では，

基礎的・汎用的能力の○○の力を付けたい」と意

識して考えたり，授業の中では，「キャリアレンジ

ャー」を使って子どもに意識させたりすることが

できた。 

また，実践を通して，子どもの成長を認める私

自身の視点が増えた。これまでは，教科のねらい

に対して「できた」「できていない」と評価し，声
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かけをすることが度々あった。教科のねらいとキ

ャリア教育の二つの視点で子どもの様子を見つめ

たときに，活動中には子どもの多くの成長がある

ことがわかった。そのことで，活動中に，子ども

の成長を認める声かけをすることができるように

なった。 

 

 本研究を通して，キャリア教育のイメージが変

化し，様々な教科や生活場面で指導者が意識して，

実践を行うことができるようになったこと，それ

とともに児童にも意識させて取り組ませることが

できるようになったことが聞き取り調査からわか

った。 

 

第３節 よりよい指導を目指して 

２年間にわたるキャリア教育の研究実践を通し

て，子どもの姿からは，次のような成果を見るこ

とができた。 

１点目として，日々の授業や学校行事において，

小さな成功体験を積み重ね，成長を実感すること

で，次の活動への自信や意欲が高まった。２点目

として，その自信や意欲が高まったことにより，

これまで以上に教科のねらいにも迫ることができ

た。３点目として，キャリアレンジャーのように，

キャリア教育で付けたい力を可視化したことで，

自分の成長を見る視点が広がった。これは児童側

だけではなく，指導者側の意識の変容にもつなが

った。 

このように，キャリア教育の視点から各教科等

の学習で，また，学年を越えて継続して実践を行

うことで，更なる自己肯定感の高まりが見られる

と考えられる。これらの取組は小学校段階だけで

はなく，中学校，高等学校においても，継続して

行うことでより効果が見られるはずである。その

第一歩となるのが，小学校と中学校のキャリア教

育の接続である。京都市では，中学校ブロックを

単位に「育てたい子ども像」の共有を行い，その

実現に向けて様々な取組が行われている。その中

で，キャリア教育で付けたい力を小・中共通の視

点としてもち，日々の授業の中に取り入れること

で継続した取組が可能になると考えられる。 

 本研究で，お世話になった小学校・中学校では，

生き方探究パスポートの取組の導入を機に，９年

間を意識して，キャリア教育で付けたい力の共有

が行われ，各教科等で意識して取り組もうとされ

ている。このように，9 年間の縦のつながりを意識

して取り組むことで，更に自己肯定感を高めてい

くことができるのではないだろうか。育てたい子

ども像の共有を行い，社会的・職業的自立に向け

て必要な力である基礎的・汎用的能力の育成を目

指した取組が多くの学校で実践されることを願っ

ている。 

 

おわりに 

 ２年間にわたって自己肯定感を高めるキャリア

教育の研究実践を行ってきた。これらの実践は，

１年単位で，児童の変容を見取ることは非常に難

しいものであった。特に，自己肯定感の見取りに

ついては，まだまだ課題が見られる。しかしなが

ら，アンケート調査や児童の様子の変容などから，

少しではあったが子どもの自己肯定感の高まりを

見ることができた。本研究で行った実践は，継続

して行うことで更なる自己肯定感の高まりへとつ

ながると考えられる。そして，本研究では，今年

度から導入されたキャリア・パスポートの取組を

取り入れた実践例を示すことができた。この実践

が，各校のキャリア教育推進の一助となり，キャ

リア教育が更に充実することを願っている。 

本研究の趣旨を理解し，協力してくださった京

都市立岩倉北小学校と京都市立池田小学校の校長

先生をはじめ，自らの学級での姿を調査対象とし

て協力してくださった研究協力員の先生方，いつ

も温かく迎えてくださった両小学校の教職員の皆

様に心から感謝の意を表したい。 


